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概要説明

２０２２年３月１７日（木）



期間：2021年度
予算総額（新規部分）：3億円（調査委託）

※プロジェクト全体40億円の内数

「空飛ぶクルマの先導調査研究」の概要

空飛ぶクルマの発展段階の整理（シナリオ作成）を行い、2025年頃までの飛行
に向けた実証のための課題整理、実証計画の作成、2025年以降の自動・自律
飛行、高密度運航の実現に向けた要素技術の抽出と具体的な検証項目、ルー
ル動向の調査、整理を行います。
①海外における空飛ぶクルマの実証事例調査
空飛ぶクルマの先行実証事例について、NASA AAM National Campaign（米)、
Paris Pontoise airfield（仏）、UAM initiative（欧）など複数の海外動向を調査し、
日本での実証計画及び段階的シナリオを策定

②空飛ぶクルマに関するオペレーション体制・事業モデル調査
空飛ぶクルマの社会実装に向けた具体的な実証地やオペレーション体制、
事業モデルについて調査・検討

③空飛ぶクルマの社会実装に向けた要素技術調査
空飛ぶクルマの将来的な社会実装に向けて必要となる要素技術を調査・適
用可能性等の技術検証

④空飛ぶクルマに関する海外制度及び国際標準化の動向調査
空飛ぶクルマに関する最新の国際的な制度や海外制度、国際的標準化の動
向の調査、整理

プロジェクト名： ロボット・ドローンの活躍する省エネルギー社会の実現プロジェクト
（新規：空飛ぶクルマの先導調査研究）

事業目的

事業目的・概要
⚫従来の｢ロボット・ドローンの活躍する省エネルギー社会の実現プロジェク
ト｣では、ドローンの社会実装に向けた性能評価手法や運行管理システム
の開発を行ってきました。

⚫ その中で、垂直離着陸型無操縦者航空機（いわゆる「空飛ぶクルマ」）の
開発が世界各国で進んでおり、災害時の人命救助、物資輸送、離島・過
疎地での旅客・物資輸送、渋滞緩和、カーボンニュートラルへの貢献など
様々な課題への対応が期待されています。

⚫本プロジェクトでドローンの社会実装に向けて開発してきた技術等につい
て再整理を行い、日本においても空飛ぶクルマの社会実装に向けた取り
組みを進めていく必要があります。

⚫ そこで、本拡充項目を通じて、自動・自律飛行・運航管理等の検討が先行
している海外事例を事前に調査するとともに、実装に必要な要素技術や
事業モデルを調査・検討し、2022年度以降の国家プロジェクト等に繋げて
いくことを目的とします。

⚫ そして、効率的な空の移動を実現し、災害時の人命救助、物資輸送、離
島・過疎地での旅客・物資輸送、地方自治体の抱えるインフラ老朽化や、
都市部での交通渋滞削減等の社会課題解決に寄与することを目的としま
す。

調査項目

事業計画

⚫従来の｢ロボット・ドローンの活躍する省エネルギー社会の実現プロジェク
ト｣に新規項目として｢空飛ぶクルマの先導調査研究｣を加えます。

主な拡充ポイント

空飛ぶクルマが安全に飛行できる社会システムの実現

成果適用のイメージ
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※経済産業省資料

「空飛ぶクルマ」とは
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「空の移動革命に向けた官民協議会」体制

※経済産業省資料
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官民協議会 空の移動革命に向けたロードマップ

出典：経済産業省 空飛ぶクルマ”の実現に向けたロードマップ(2018年12月20日) https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181220007/20181220007.html

2021年度に
改訂予定

https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181220007/20181220007.html
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官民協議会 空飛ぶクルマのユースケースの将来展開イメージ

出典：経済産業省 第7回 空の移動革命に向けた官民協議会(2021年5月21日) 資料1 https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/007.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/007.html
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「次世代空モビリティの社会実装に向けた実現プロジェクト」
（2022年度～2026年度）



第１部 「空飛ぶクルマの先導調査研究成果報告会」

時間 登壇者（敬称略） タイトル等

10:15-11:00 日本航空

デジタルイノベーション本部エアモビリティ創造部
主任 石田 照歩
デジタルイノベーション本部エアモビリティ創造部
アシスタントマネジャー 豊川 啓次郎

「海外における空飛ぶクルマの実証事例
調査、空飛ぶクルマに関するオペレーショ
ン体制・事業モデル調査」
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①海外における空飛ぶクルマの実証事例調査

・海外の先行事例の調査
National Campaign（米）、Re.Invent Air Mobility（仏）、UIC2（欧）

・日本における実証計画の策定
2022年度から2025年度の各年度において６つの観点で整理

②空飛ぶクルマに関するオペレーション体制・事業モデル調査

・国内の有望ルートの検討
国内におけるユースケースと有望ルートの抽出と整理

・離着陸場候補の調査
施設、設備要件を整理し、実現可能性を評価

・オペレーション体制、事業モデル調査
パターン別事業モデルにおいて事業経済性を評価



第１部 「空飛ぶクルマの先導調査研究成果報告会」

時間 登壇者（敬称略） タイトル等

11:00-11:45
三菱総合
研究所

フロンティア・テクノロジー本部次世代テクノロジー
グループリーダー
主席研究員 大木 孝
経営イノベーション本部モビリティ・スマートシティ
グループ
主任研究員 辻 早希子

「空飛ぶクルマの社会実装に向けた要
素技術調査、空飛ぶクルマに関する海
外制度及び国際標準化の動向調査」
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③空飛ぶクルマの社会実装に向けた要素技術調査

・国内外の動向調査
欧米のConOps（Concept of Operation）の整理

・成熟度レベルのフレームワーク
我が国での社会実装に向けた成熟度レベルを６段階で整理

・要素技術のロードマップ
成熟度レベルに対する各要素技術の要求値を整理

④空飛ぶクルマに関する海外制度及び国際標準化の動向調査

・海外制度、国際的な標準化の動向調査
ICAO、FAA、EASAの制度及びISO、ASTM、SAE、RTCA、EUROCAEの動向整理

・標準化連絡会の開催、ルール形成戦略策定
制度化や国際標準化の動向の共有結果、標準化対処方針の整理
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【問い合わせ先】
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
ロボット・AI部 森、服部、若山
E-mail：nedo_aam@ml.nedo.go.jp

資料掲載場所（NEDO-HP）及び問い合わせ先

・成果報告資料（プレゼン）

・成果報告書

mailto:nedo_aam@ml.nedo.go.jp
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国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
ロボット・ＡＩ部

ご静聴ありがとうございました


